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 第１問  

 次の文章は障害をもったある芸人が書いたものである。これを読んで、設問１と設問２に

答えなさい。 

 

 先人がいない苦労 

 人前で表現をするということは、その表現自体が評価されるべきであり、それ以外のこと

が評価された段階で表現自体はすべて否定されたといっても過言ではない――と言えば、

言い過ぎだろうか。理想論なのだろうか。 

 しかし、私自身が障害者の芸人としてやっていて、お客さんの偏見や同情等の意識と常に

戦ってきたという自負はある。お笑いのライブで、ネタが純粋にウケて「面白い！」と褒
ほ

め

られるのか、「身体のハンデを抱えながらもお笑いの舞台に上がって頑張っててエラい！」

と褒められるのか。同じ褒められても天地雲泥の差だ。後者を狙
ねら

うのならばとてもラクなの

だ。 

 幼稚園の学芸会ならば、出演者は台詞をちゃんと覚えて、言えるだけで褒めてもらえる。

でも、芦田愛菜のようなプロの子役は、演技力で評価される。それでギャラも変わってくる。 

 私はデビューしたときから、障害者であっても、プロとして通用することを目指してきた。 

 しかし、芸人の世界ではそういう障害者のプロの前例はなかった。前例がない中でやって

きてわかったのは、ほとんどのお客さんは障害者自体をそんなに見たことがなく、ましてや

障害者の芸人なんて見たこともなくどのように見ればいいかわからないから（普通に見れ

ばいいだけなんだけど）、戸惑ってしまうということだ。デビューしたころはそんなお客さ

んに対しどうすればいいかこっちもわからず、お互いに戸惑ったままなんともイヤな空気

で終わるなんてことがずいぶんあった。 

 そんな空気をなんとかしたいけれども、その術がまったくわからず右往左往するばかり。

それでも回を重ねていくうちにだんだんコツがわかってきて、やがてそのお客さんの戸惑

いを如何
い か

にぶち破り普通に笑うように持っていくかが一つの快感になった。そうなるには

五年くらいかかったが、本当にそれまではしんどかった。 

 お客さんの前で表現をする者として、身体のハンデの有無と関係なく、芸人だといって出

ている以上、芸を披露することは当然だ。しかし、問題は、お手本がいないことなのだ。私

をデビューさせてくれた大川興業は当時から世間的に見れば、かなり極端な人が多くいた

団体だと思うけれども、それでも健常者揃
ぞろ

いには違いない。 

 この世界に入ったばかりなんだから右も左もわからないのは当然なのだが、それに加え

て誰かにアドバイスを求めようとしても、何せ前例がないのだから相談できる相手だって

そう簡単には見つかるわけもない。すべてを手探りで一つひとつ見つけていかなければい 
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けなかった。これは並大抵のことではなかった。この点は本当に苦労の連続だった。 

 例えばなにかわからないことがあって質問しても、ハンデを抱える故の特殊な事情が相

手に伝わることはまずない。だからその点は一切無視したような答えしか返ってこない。先

輩だろうが大御所だろうがこればかりは関係ない。これは応用しようとしてもなかなかで

きるものではなく非常に難しい。 

 一番悩んだのは、何と言っても舞台に出ていくだけでもお客さんに引かれてしまう状況

になってしまうことだ。これについては、かなりいろんな人に相談して、「ツカミが大事だ

から」「とりあえず『笑えよ！』と一喝したら」「車イスをデコレーションしたら」等々、い

ろいろなアドバイスをいただいたものである。しかし、実際に車イスをデコレーションする

と、弱者の悪あがき感が強くなるというか、かえって痛々しくなったりした。 

 また、この世界は付き合いが非常に大事で――今では世間の流れ同様にずいぶん減って

しまったが――先輩や仲間等芸人同士の飲み会は極力行きたいものである。しかし、打ち上

げ場所が階段のあるところだと入れない。そういうときには、仲間の芸人たちは「持ち上げ

るよ」と言ってはくれる。しかし、行きは良いにしても帰りは皆酔っているわけで、とても

じゃないが怖くて頼みたくない。 

 また、デビュー直後から仕事に恵まれたため、営業の仕事も早いうちからずいぶんいただ

いていたのだが、こういうときにはどうしたって介護の手が必要となる。今ほどバリアフリ

ー化されていない電車に乗らなくてはいけない。会場に着いたら荷物を下ろして舞台に上

げる準備をしなくてはいけない。 

 でも、それを仕事をくれた主催者の人にはどうしても頼めない。だから本来まだランク的

には必要ないマネージャーや付き人等がデビュー直後から必要になってしまう。だけど、な

かなかそんな人は用意できず、だからといって仕事を断れば次がないのが我々の仕事なの

で、ほとほと悩んでいた。ところが、またそういう事情を知らずにあくまで厚意で仕事を回

してくれる先輩なんかもいて、断ることも出来ず困った……なんてこともずいぶんあった。 

 スタッフの体制が出来るのにはずいぶん時間がかかり、デビューから二〇年以上経って

ようやくマネージャーをつけられるようになった。 

 それでも私の場合、デビューする前にそういうことをある程度理解してくれる人に何人

か巡り会えたのは幸運だったと言えるだろう。でも、その人たちとてこちらが必要なときに

すべて対応できるわけでもなく、だけどこちらが困っていることは「わかってくれてるはず

なのに！」との思いから必要以上にぶつかってしまい結果離れてしまった、なんてことも過

去にはあった。 

 別に私は、S1（注）出場者たちに、「俺
おれ

はこんなに大変な道を歩んできた。だからお前たち

もっと頑張れ」などと偉そうに上から物申すつもりなんてさらさらない。 

 私自身は本当にそんな状況で、ある意味綱渡りでどうにかやってこられただけで、実際に 
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これと同じことをやろうとする人が出てきても、正直大したアドバイスなんてできない。 

 でも、「障害者だからしょうがない」「障害者だから大目に見てよ」というのは絶対に通用

しない。それをやってしまうと、もう絶対にその人が何を表現してもまともには見てもらえ

なくなってしまう。だから、それだけはできないし、絶対にしてはいけない。 

 今でもそれだけは常に意識して、人前に出続けているのだ。 

 

                （ホーキング青山『考える障害者』による） 

 

（注）S1 漫才、コントなどネタのジャンルや芸歴を問わずに、映像作品でエントリーする

お笑いコンテスト 

 

 

 

 

 

設問１ 筆者は「障害」をどのようにとらえているのか、筆者の意図に沿って読み取り、述

べなさい。 

 

 

設問２ 障害者と健常者が共に暮らす社会であるために必要なことは何か、あなたの考え

を述べなさい。 
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 第２問  

以下の文章は，並木博『個性と教育環境の交互作用』における研究知見を例にして作成し

た実験の概要である。文章を読んで設問１～３に答えなさい。 

 

ある研究室では，教育方法について研究活動を行っている。研究室のメンバーの一人であ

る A さんは，次に示す内容の実験を行った。 

まず，A さんは，クラスには性格や考え方が異なる様々な生徒がいて，あるタイプの生徒

にはある授業スタイルが合っているが，別の生徒にとってはその授業スタイルは合わない，

といったことがあるのではないかと考えた。そこで，研究の目的として，学習者のどのよう

な特性（性格や考え方における傾向）が，特定の授業スタイルと合うのか，あるいは合わな

いのか，ということを設定し，実験を通してこれを検討することとした。 

A さんは，ある学校での授業を取り上げ，学習者の特性として社交性を設定した。社交性

とは，性格傾向の一つであり，他者とのつきあいを好み，コミュニケーションをとることに

対して積極的な傾向である。社交性が高い場合には，他者とのつきあいに積極的であり，低

い場合には他者とのつきあいに消極的であるといえる。授業スタイルとしては，ペアやグル

ープでの討論など，具体的なコミュニケーションを主活動とするものと，教師による説明と

練習問題を解くことを主活動とするものを設定した。 

2 つのクラスを対象に実験を行った。両クラスとも生徒が 30 名ずつである。まず，事前

に心理テストを用いて社交性を測定しておいた。この心理テストは，社交性の程度を数値で

表すことができ，数値が高いほど社交性が高いと判断できる。社交性の測定結果は，低いも

のから高いものまで様々であった。また，実験協力者である教師には事前に 2 つの授業方

法についてのトレーニングを受けてもらっておいた。教師は，同じ学習内容について，a: コ

ミュニケーション中心の授業を 1 組で行い，b: 講義中心の授業を 2 組で行った。授業終了

後に，学習内容について 2 クラス同じ内容の実力診断テストを行った。 

A さんは得られた結果を集計し，本実験で測定した社交性テストと実力診断テストの結

果を表 1 に示した。また，これらの関係を図 1 にまとめた。なお，図 1 のグラフは，表 1 の

1 組における No. 21 から No. 30 までのデータが未記入の状態である。 
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表 1 学習者の社交性，受けた授業のスタイル及び実力診断テストの結果 1 

 
1: このデータは，実際に行われた研究の知見を参考に作成されたデータである 
2: a: コミュニケーション中心，b: 講義中心 
3: 社交性の得点は，0 点～50 点の範囲を取る 
4: 実力診断テストの得点は，0 点～100 点の範囲を取る 

 

 

 

 

No. 授業スタイル
2

社交性
3

実力テスト
4 No. 授業スタイル

2
社交性

3
実力テスト

4

1 a 27 78 1 b 28 70

2 a 36 80 2 b 24 77

3 a 35 77 3 b 5 90

4 a 7 59 4 b 24 71

5 a 48 97 5 b 36 70

6 a 32 79 6 b 48 50

7 a 45 88 7 b 12 88

8 a 15 70 8 b 33 70

9 a 44 93 9 b 45 52

10 a 47 96 10 b 32 68

11 a 15 63 11 b 34 69

12 a 10 63 12 b 35 65

13 a 29 75 13 b 19 81

14 a 17 60 14 b 26 67

15 a 25 69 15 b 15 81

16 a 23 68 16 b 45 59

17 a 20 66 17 b 8 89

18 a 27 67 18 b 33 60

19 a 12 59 19 b 39 55

20 a 34 86 20 b 46 58

21 a 36 75 21 b 21 87

22 a 38 88 22 b 22 75

23 a 34 83 23 b 30 67

24 a 4 54 24 b 37 59

25 a 6 55 25 b 5 96

26 a 30 80 26 b 18 88

27 a 42 79 27 b 31 73

28 a 3 50 28 b 4 97

29 a 29 75 29 b 38 65

30 a 19 69 30 b 16 80

平均値 26.3 73.4 平均値 27.0 72.6

1組 2組
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図 1 学習者の社交性，受けた授業のスタイル及び実力診断テストのグラフ 1 
1: グラフ上に引かれた直線（実線・破線）は，データのバラつきの傾向を 

視覚的に分かりやすくするために引いた直線である 
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設問１ 表 1 のデータのうち，図 1 に未記入のデータをグラフに書き込んで図 1 を完成さ 

せなさい。なお，グラフの精度については高い水準を求めない。さらに，A さんは，

なぜ表 1 のデータを図 1 のグラフに表したのか，その理由を具体的に述べなさい。 

 

 

設問２ 表 1 及び設問 1 で完成させた図 1 から読み取れることを述べなさい。 

 

 

設問３ 設問１及び設問２を踏まえて，どのような授業の工夫を考えることができるか例

を挙げて述べなさい。 

 

 

 

 












